
・口の中は多くの常在細菌が生活しています
⇒温かく、適度に湿度を保ち、歯垢等の
栄養分があるため、口の中は細菌の生息
に適した環境となっています。

・適切な口腔ケアを行うと、細菌をある程度
制御することが出来ます。
⇒誤嚥性肺炎の予防につながります。

・たとえ治療のために食事が止まっていても
口腔ケアは必要です。
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摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎

季節の上では春ですが、まだ寒い日が続いているかと思います。

2020年度は看護専門外来を実施している認定看護師が、各専門分野を活かした情報を看護専門外来前に
掲示していました。これまで「介護保険ってなあに？？」「認知症ってなぁに？」「摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎」
「ドライスキンとその予防について」「生活習慣病予防について」「がんになっても自分らしく生きるために」をテーマに
掲示してまいりました。
今回はその中から「摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎」についてご紹介したいと思います。

口腔ケアと誤嚥性肺炎予防 安全に食べる（飲む）ためのポイント

食事の姿勢や、食事内容（食物形態）
にも気をつけましょう

裏面には「認定看護師による相談のご案内」も掲載しております。併せてご覧ください。

・一度に飲む量（一口量）には気をつけま
しょう。嚥下機能が低下している方は
少なめをお勧めします。
（ティースプーン1杯程度）

・ゆっくりよく噛んで食べましょう。
ペースが速いと、飲み込むタイミングに
よってむせることがあります。

・軽度の嚥下障害の場合、
これだけで改善する場合もあります。


